
 

 

淡路島定住自立圏形成協定書 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

平成２５年３月２８日 

 

洲本市・淡路市 

 

 

参考６ 



 

淡路島定住自立圏の形成に関する協定書 

 

洲本市（以下「甲」という。）と淡路市（以下「乙」という。）は、淡路島定住自立

圏（以下「圏域」という。）の形成に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

 （目的) 

第１条 この協定は、中心市宣言（定住自立圏構想推進要綱（平成20年12月26日総行応第

39号総務事務次官通知）第４の規定によるものをいう。）を行った甲と、甲が行った中

心市宣言に賛同した乙との間において、甲及び乙が相互に役割を分担して人口定住のた

めに必要な生活機能を確保しつつ、協調及び連携を図りながら、圏域全体の住民福祉の

向上及び地域振興を推進するため、定住自立圏を形成することに関し、必要な事項を定

めることを目的とする。 

 （基本方針） 

第２条 甲及び乙は、前条に規定する目的を達成するために圏域を形成し、次条に規定す

る政策分野において、相互に役割を分担して協調及び連携を図り、共同し、又は補完し

合うこととする。 

 （政策分野及びその内容並びに役割分担） 

第３条 甲及び乙が相互に役割を分担して協調及び連携を図り、共同し、又は補完し合う

政策分野は、次に掲げるものとし、その内容並びに甲及び乙の役割は、別表第１から別

表第３までに定めるとおりとする。 

 (１) 生活機能の強化に係る政策分野（別表第１） 

 (２) 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野（別表第２） 

 (３) 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野（別表第３） 

 （事務執行に当たっての連携、協力及び費用負担） 

第４条 前条に規定する政策分野を推進するため、甲及び乙は、相互に役割を分担して連

携を図り、又は協力して、これらの事務の執行に当たるものとする。 

２ 前条に規定する政策分野を推進するため、甲及び乙は、同条において規定するものの

ほか、必要な費用が生じるときは、相互の受益の程度を勘案し、当該費用を負担するも

のとする。 

３ 第１項の規定により必要となる手続又は人員の確保に係る負担及び前項に規定する費



用の負担については、その都度、甲及び乙が協議して別に定めるものとする。 

 （協定の変更） 

第５条 この協定を変更しようとするときは、甲及び乙が協議の上、これを定めるものと

する。この場合において、甲及び乙は、あらかじめ議会の議決を経るものとする。 

 （協定の廃止） 

第６条 甲又は乙は、この協定を廃止しようとするときは、あらかじめ議会の議決を経た

上でその旨を他方に通告するものとする。 

２ 前項の通告は、書面によって行い、議会の議決書の写しを添付するものとする。 

３ この協定は、第１項の規定による通告があった日から起算して２年を経過した日にそ

の効力を失う。 

 （疑義の解決） 

第７条 この協定に関し疑義が生じたときは、甲及び乙が協議して必要な事項を定めるも

のとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の上、それ

ぞれその１通を保有する。 

 

 

  平成２５年３月２８日 

 

 

甲 洲本市本町三丁目４番１０号 

洲本市 

洲本市長   竹内通弘   

 

 

乙 淡路市生穂新島８番地 

淡路市 

淡路市長   門 康彦   



別表第１（第３条第１号関係） 

① 医療 

地域医療体制

の充実 

取組の内容  圏域内の限られた医療資源を有効に活用し、地域

医療体制の強化を図るため、圏域内の各医療機関相

互の役割を明確にし、連携強化を促進する。 

 特に、小児救急医療について、輪番担当医院及び

洲本市応急診療所並びに兵庫県立淡路病院（兵庫県

立淡路医療センター）との役割分担と連携の確立に

努める。 

甲の役割 (１) 兵庫県立淡路病院（兵庫県立淡路医療セン

ター）と圏域内医療機関の機能分担による相互の

役割を明確にし、連携強化を促進する。 

(２) 夜間・休日における小児救急医療体制を維持

し、継続するため、必要に応じた支援を行う。 

乙の役割 (１) 甲と共同し、兵庫県立淡路病院（兵庫県立淡

路医療センター）と圏域内医療機関の機能分担に

よる相互の役割を明確にし、連携強化を促進す

る。 

(２) 甲と共同し、夜間・休日における小児救急医

療体制を維持し、継続するため、必要に応じた支

援を行う。 

② 教育 

図書館図書の

貸出返却の利

便性の向上 

取組の内容  圏域内の図書館における相互利用のため、図書館

資料の物流や蔵書管理検索システムの統合を検討

し、圏域住民がどこでも利用しやすい図書館サービ

スの環境整備を推進する。 

甲の役割  蔵書管理検索システム及び図書の貸出返却便の検

討を行う。 

乙の役割  甲と共同し、蔵書管理検索システム及び図書の貸

出返却便の検討を行う。 

文化・スポー

ツ施設の相互

利 用 ネ ッ ト

ワークの構築 

取組の内容  圏域内の文化・スポーツ施設の相互利用ネット

ワークについて、同種施設ごとのシステムの検討及

び構築を行い、利用者へのサービスの向上を図る。 

甲の役割  ネットワークのシステム内容の検討及び構築を行

う。 

乙の役割  甲と共同し、ネットワークのシステム内容の検討

及び構築を行う。 

③ 産業振興 

淡路島観光推

進事業 

取組の内容  淡路島ブランドを全面に出して、圏域として連携

した取組により競争力を高め、観光客の来訪及び滞

在の促進を図る。 



甲の役割  関係団体等と連携及び調整を行い、圏域内の情報

発信又は観光の振興を図る。 

乙の役割  甲と共同し、圏域内の情報発信又は観光の振興を

図る。 

淡路島ブラン

ドの構築やＰ

Ｒ 

取組の内容  あわじ環境未来島構想に掲げる「農と食の持続」

を基本コンセプトに、圏域内の農畜水産物・加工食

品の生産、流通、消費、観光が両市一体となって圏

域内の魅力を引き出し、圏域内はもちろん、京阪神

や首都圏などの大消費地をターゲットに新たな需要

を開拓し、推進策を展開する。 

甲の役割  各種事業及びイベント等の参画と推進活動を行

う。 

乙の役割  甲と共同し、各種事業及びイベント等の参画と推

進活動を行う。 

６次産業化等

の取組の推進 

 

 

取組の内容  圏域内の豊かな食材を生かした６次産業化及びブ

ランド化などの事業について連携を図る。 

甲の役割  推進会議の運営、行動計画の策定及び取組の推進

を図る。 

乙の役割  甲と共同し、推進会議の運営に協力し、行動計画

の策定及び取組の推進を図る。 

有害鳥獣によ

る農作物被害

対策 

取組の内容  圏域内の有害鳥獣による農作物被害対策を推進す

る。 

(１) 捕獲の協力体制 

  有害鳥獣による農作物被害を防止するため、甲

と乙が連携しながら捕獲体制の強化を図る。 

  (２) 共同処分場の調査及び設置 

  有害鳥獣として捕獲したイノシシなどを新たな

地域資源と位置付け、有効活用を図ることを目的

とした共同処分場の調査及び設置を検討する。 

甲の役割  関係住民、関係団体等と連携を図り、乙と情報交

換及び対策に向けた協議を行う。また、共同処分場

についての調査及び設置を検討する。 

乙の役割  甲と共同し、関係住民、関係団体等と連携を図

り、情報交換及び対策に向けた協議を行う。また、

共同処分場についての調査及び設置を検討する。 

④ 環境・エネルギー 

再生可能エネ

ルギーの活用 

取組の内容  あわじ環境未来島構想に掲げる「エネルギーの持

続」を基本コンセプトに、圏域内の地域資源を生か

した再生可能エネルギーの活用等に取り組む。 

特にＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）施設等の広

域活用及びＢ５燃料（ＢＤＦ混合軽油）の普及につ

いての取組を進めていく。 



甲の役割  再生可能エネルギーの活用に向けた取組を推進す

る。 

乙の役割 甲と共同し、再生可能エネルギーの活用に向けた

取組を推進する。 

⑤ 消防 

新消防庁舎の

建設 

取組の内容  自然災害や事故等の災害発生・緊急時に迅速な対

応が可能となるよう、老朽化した消防庁舎を新たに

建て替え、住民の安全・安心の確保に努める。 

甲の役割  先進事例の調査・研究、消防施設としての機能性

などを検討し、淡路広域消防事務組合の消防庁舎建

設を支援する。 

乙の役割  甲と共同し、淡路広域消防事務組合の消防庁舎建

設を支援する。 

 

別表第２（第３条第２号関係） 

① 地域公共交通 

公共交通空白

地帯の解消 

取組の内容  公共交通の経路又はダイヤで対応できない地域や

時間帯での圏域住民の交通アクセスについて、デマ

ンド型での運行や最寄りの交通機関へのアクセス方

法について調査研究を行い、既存のバス路線等との

整合を図りつつ、総合的な交通体系の構築を行う。 

甲の役割  公共交通に関するニーズ調査を乙と行い、総合的

な交通体系の構築を図る。 

乙の役割  甲と共同し、公共交通に関するニーズ調査を行

い、総合的な交通体系の構築を図る。 

② デジタル・ディバイドの解消へ向けたＩＣＴ（情報通信技術）インフラ整備 

ＩＣＴを活用

した情報発信

の連携 

取組の内容  ツイッター、フェイスブック等の新しい情報伝達手

段の活用について、調査研究を行い、住民への理解醸

成を図る。 

甲の役割  最新技術の動向を研究し、情報交換を行うととも

に、職員、住民向けの講習会を乙と連携して行う。 

乙の役割  甲と共同し、最新技術の動向を研究し、情報交換を

行うとともに、職員、住民向けの講習会を甲と連携し

て行う。 

ＩＣＴを活用

した防災情報

の連携 

取組の内容  災害時において、確実な情報を迅速に発信するた

め、行政防災無線等の情報伝達システムについて調査

研究を行う。 

甲の役割  兵庫県の防災情報システムとの整合性を図りつつ、

情報伝達システムの導入に向けた情報交換及び共同利

用の調査研究を乙と連携して行う。 



乙の役割  甲と共同し、兵庫県の防災情報システムとの整合性

を図りつつ、情報伝達システムの導入に向けた情報交

換及び共同利用の調査研究を行う。 

③ 地域内外の住民との交流・移住促進 

都市など他の

地域の住民と

の交流促進、

定住・定着の

取組 

取組の内容  圏域内の歴史、文化、自然、産業等の地域資源を

活用した交流を推進する。また、空き家バンクや都

市部での移住相談会など、各種事業において、甲、

乙及び関係団体（宅建協会、ＮＰＯ法人等）の連携

を深め、移住促進を図る。 

甲の役割  関係団体等の行う事業の支援及び取組の調整を行

う。また、共同利用する空き家バンクシステムの開

発及び設置を行う。 

乙の役割  甲と共同し、関係団体等の行う事業の支援及び取

組の調整を行う。また、甲と共同利用する空き家バ

ンクシステムの開発への協力及び連携を行う。 

文化芸術の振

興を通じた地

域内外住民の

交流 

取組の内容  文化芸術の振興を通じ、地域内外との住民交流を

促進するため、圏域内の各関係団体と連携を図り、

交流人口の増加及び地域活性化を推進する。 

甲の役割  圏域内の各関係団体と連携を図り、文化芸術を振

興する。 

乙の役割  甲と共同し、圏域内の各関係団体と連携を図り、

文化芸術を振興する。 

 

別表第３（第３条第３号関係） 

① 圏域内市の職員等の交流 

市職員等の連

携と能力向上 

取組の内容  市職員等の能力向上及び政策課題の対応能力を高

めるため、専門家の招へい及び合同研修会を行う。

また、圏域全体を考えた政策立案を行うことができ

るよう、職員の意見交換等の場を設け、圏域の行政

サービスの向上を図る。 

甲の役割  専門家の招へい及び合同研修会を開催する。ま

た、甲の実施する専門家の招へい及び研修会の情報

を乙に提供し、乙の職員の参加の機会を提供すると

ともに、意見交換等の場を設ける。 

乙の役割  甲と共同し、専門家の招へい及び合同研修会を開

催する。また、乙の実施する専門家の招へい及び研

修会の情報を甲に提供し、甲の職員の参加の機会を

提供するとともに、意見交換等の場を設ける。 

 


